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Asの厚さは5cm。径2～20mmの礫を主
体。非常に良く締め固められる。
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質土
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灰

マサを主材料とした盛土。粒径不均
一な砂を主体とし、径5～30mmの瓦
や礫を混じる。1.3～1.5mは火山灰
質シルトを多く混じる。

盛土・砂
質土

黄

褐

概ね粒径均一な細砂～中砂を主体と
する。
深度2m付近から、中砂～粗砂とな
り、含水量が多くなる。
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径2～30mmの礫を主体とする。礫種
は石英や花崗岩よりなる。礫間はシ
ルト混じり粗砂が充填。
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岩組織が明瞭に認められる。
試料は凝固状～半固結土状で採取さ
れ、やや強い指圧で壊れる程度の硬
さをなす。所々に径20～30mmの石英
礫(脈)を挟む。

強風化花
崗岩・砂
質土状

緑

灰

上昇よりもさらに岩組織が鮮明とな
り、所々で割れ目が判別できる。
試料は凝固状～半固結土状で採取さ
れ、試料は強い指圧で壊れる程度の
硬さを有する。

深度6.6m以深は淡褐灰色になり、石
英、長石のほか、黒雲母が判別でき
る。
石英礫(脈)はほとんど含まない。

N値はすべて50以上を示し、施工上
は軟岩に区分される。
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および結果

孔内水平載荷試験
E=4044kN/m2
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




